























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一一一、 長崎通信NO70(5） 長崎通信Nq70 (4）
川
会
員
・
読
者
の
拡
大
長
崎
の
証
言
運
動
は
満
十
五
年
余
を
経
過
し
た
。
二
年
前
、
広
島
の
証
言
の
会
と
い
う
姉
妹
組
織
を
生
み
、
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
六
百
名
弱
、
合
計
千
二
百
名
弱
で
あ
る
。
広
島
・
長
崎
と
も
に
最
低
七
百
名
の
会
員
を
確
保
し
て
、
印
刷
所
へ
の
支
払
い
を
安
定
さ
せ
た
い
。
各
千
名
の
会
員
が
で
き
れ
ば
会
の
財
政
は
全
体
と
し
て
安
定
し
、
事
務
局
活
動
も
改
善
で
き
、
常
勤
者
を
お
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
短
期
目
標
と
⑧
核
実
験
抗
議
、
原
水
禁
運
動
被
爆
者
運
動
参
加
。
〔
年
間
活
動
の
主
な
日
程
〕
１
９
８
３
年
蚫
月
８
日
長
崎
不
戦
の
集
い
。
１
９
８
４
年
１
月
下
旬
『
証
言
』
第
９
号
発
行
。
・
１
月
加
日
『
長
崎
通
信
』
第
五
号
発
行
。
・
３
月
１
日
ビ
キ
’
一
水
爆
被
災
釦
周
年
の
集
い
。
（
第
７
回
長
崎
市
民
講
座
開
催
予
定
）
東
京
、
静
岡
に
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
定
。
・
４
月
２
日
第
加
回
福
田
須
磨
子
忌
の
集
い
。
・
４
月
下
旬
『
証
言
』
第
、
号
（
長
崎
担
当
）
、
『
長
崎
通
信
』
第
泥
号
発
行
。
・
６
月
第
８
回
長
崎
市
民
平
和
講
座
開
催
予
定
。
・
７
月
下
旬
『
証
言
』
第
ｎ
号
（
広
島
担
当
）
、
『
長
崎
通
信
』
第
沌
号
発
行
。
・
９
月
第
９
回
長
崎
市
民
平
和
講
座
開
催
予
定
。
．
ｍ
月
下
旬
国
連
軍
縮
週
間
諸
行
事
参
加
。
『
証
言
』
第
岨
号
『
長
崎
通
信
』
第
廼
号
発
行
。
。
ｎ
月
中
旬
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
。
私
た
ち
の
痛
切
な
願
望
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
戦
争
へ
の
危
機
は
一
段
と
深
ま
っ
た
。
九
月
一
日
の
大
韓
機
撃
墜
事
件
以
降
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
キ
ノ
暗
殺
、
ビ
ル
マ
で
の
韓
国
要
人
爆
殺
、
中
東
戦
争
、
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
米
軍
侵
攻
等
々
、
事
態
は
急
速
に
悪
化
し
、
「
西
側
の
一
員
」
と
い
う
名
目
に
よ
る
日
本
政
府
の
対
米
追
随
も
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
る
。
欧
米
で
の
反
核
運
動
の
高
揚
が
持
続
し
て
い
る
と
き
、
日
本
の
反
核
運
動
が
停
滞
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
日
本
社
会
の
構
造
的
危
機
、
田
中
元
首
相
を
頂
点
と
す
る
空
前
の
政
治
汚
職
、
金
権
政
治
へ
の
自
浄
能
力
の
喪
失
、
レ
ー
ガ
ン
流
核
戦
略
に
も
と
づ
く
新
国
際
軍
事
秩
序
へ
の
加
担
、
軍
拡
臨
調
下
の
管
理
体
制
強
化
が
、
青
少
年
と
国
民
の
内
面
の
危
機
を
も
ま
す
ま
す
深
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
外
と
内
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
今
日
の
危
機
ｌ
私
た
ち
自
身
の
内
的
危
機
を
も
含
め
た
危
機
を
冷
静
に
み
つ
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
こ
れ
に
抵
抗
し
、
再
生
へ
の
道
を
追
求
す
る
こ
と
。第
二
に
、
核
兵
器
全
面
禁
止
・
被
爆
者
援
護
法
実
四
証
言
の
会
の
強
化
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
今
日
の
危
機
と
反
核
運
動
の
課
題
危
機
に
抗
し
て
反
核
・
連
帯
の
輪
を
長
崎
の
証
言
運
動
一
九
八
四
年
度
運
動
方
針
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
● ●
し
て
百
名
、
長
期
目
標
と
し
て
四
百
名
の
会
員
拡
大
を
は
か
り
た
い
。
側
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
立
ｌ
地
方
委
員
と
支
部
結
成
Ｉ
長
崎
の
証
言
の
会
の
会
員
構
成
は
、
長
崎
が
約
三
百
、
東
京
六
十
、
神
奈
川
十
六
、
千
葉
七
、
愛
知
十
三
、
大
阪
四
十
、
兵
庫
三
十
、
福
岡
四
十
、
佐
賀
七
、
熊
本
十
、
鹿
児
島
十
三
、
そ
の
他
十
九
県
四
十
名
で
、
長
崎
外
で
も
会
員
の
集
り
を
も
ち
、
支
部
を
結
成
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。
そ
れ
で
、
証
言
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
立
の
た
め
に
、
各
地
に
広
島
。
長
崎
の
証
言
の
会
の
支
部
を
設
け
、
会
員
の
親
睦
交
流
、
証
言
の
発
堀
収
集
、
証
言
普
及
活
動
に
取
組
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
。
（
会
則
第
七
条
に
「
地
方
委
員
若
干
名
」
を
加
え
る
）
ま
た
、
編
集
委
員
、
通
信
員
と
し
て
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
支
部
、
地
方
委
員
等
の
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
実
情
に
合
わ
せ
て
自
由
に
進
め
、
会
の
目
的
実
現
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
剛
運
営
委
員
会
・
事
務
局
の
強
化
①
運
営
委
員
会
に
は
若
い
会
員
の
積
極
的
参
加
を
求
め
、
運
動
の
継
承
、
若
返
り
に
努
め
る
。
②
定
年
後
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
積
極
的
参
加
を
求
め
、
会
活
動
を
支
え
助
言
し
て
も
ら
う
。
③
運
営
委
員
の
任
務
分
担
を
明
確
に
す
る
。
㈱
事
務
局
体
制
の
強
化
Ｉ
事
務
局
次
長
若
干
名
を
お
き
、
組
織
、
渉
外
、
普
及
活
動
な
ど
を
分
担
し
て
い
く
。
委
員
外
の
参
加
を
求
め
る
。
回
編
集
部
の
強
化
ｌ
運
営
委
員
外
か
ら
も
編
集
部
へ
の
参
加
を
求
め
る
。
㈱
編
集
会
議
は
基
本
的
に
は
運
営
委
員
会
で
行
う
現
を
目
ざ
す
草
の
根
の
要
求
と
行
動
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
新
し
い
市
民
的
、
国
民
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
平
和
、
自
立
、
連
帯
を
め
ざ
す
地
域
的
、
全
国
的
、
そ
し
て
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
自
覚
と
活
動
に
よ
っ
て
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
非
核
化
と
自
立
を
か
ち
と
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
広
島
の
証
言
の
会
発
足
と
『
ヒ
ロ
シ
マ
。
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
創
刊
か
ら
満
二
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
広
島
・
長
崎
を
基
点
と
す
る
反
核
証
言
運
動
の
課
題
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
『
証
言
』
８
号
の
特
集
で
追
求
し
た
よ
う
に
、
被
爆
原
点
と
し
て
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
の
意
味
を
記
年
後
、
如
年
後
の
今
日
の
時
点
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
、
当
面
す
る
危
機
に
す
る
ど
く
対
決
す
る
証
言
を
生
み
だ
す
こ
と
。
「
広
島
。
長
崎
」
の
原
爆
被
爆
に
接
続
す
る
前
史
と
し
て
の
十
五
年
戦
争
、
あ
る
い
は
明
治
以
降
の
日
本
の
歩
み
と
ア
ジ
ア
侵
略
の
体
験
、
そ
し
て
後
史
と
し
て
の
戦
後
体
験
の
す
べ
て
を
射
程
に
お
く
、
全
面
的
な
証
言
記
録
運
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
二
証
言
運
動
の
課
題
と
展
望
● ● 卿
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
」
編
集
刊
行
。
・
普
及
。
卿
「
長
崎
通
信
」
編
集
・
刊
行
（
充
実
を
は
か
る
）
訓
「
な
が
さ
き
へ
の
旅
」
普
及
、
英
訳
版
刊
行
。
“
「
グ
ラ
フ
。
な
が
さ
き
の
旅
」
の
編
集
。
刊
行
。
⑤
既
刊
、
残
本
の
普
及
ｌ
病
院
・
学
校
等
へ
の
寄
贈
。
⑥
長
崎
市
民
平
和
講
座
ｌ
新
企
画
で
持
続
。
ｍ
原
普
協
・
平
和
推
進
協
と
の
共
同
研
究
等
の
推
進
。
る
。
「
沖
縄
・
広
島
。
長
崎
・
水
俣
、
そ
し
て
ベ
ラ
ウ
へ
」
と
い
う
〃
海
の
母
子
像
″
の
テ
ー
マ
は
、
さ
ら
に
マ
ニ
ラ
、
南
東
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
、
ド
レ
ス
デ
ン
へ
、
東
西
、
南
北
、
全
世
界
の
反
戦
反
核
・
人
間
復
権
の
証
言
運
動
へ
と
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
単
な
る
反
核
情
報
誌
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
原
点
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
に
根
ざ
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
日
常
を
つ
ら
ぬ
く
リ
ア
ル
な
表
現
、
反
核
証
言
と
し
て
、
読
者
を
説
得
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
よ
り
深
く
生
活
へ
、
地
域
へ
根
を
降
ろ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
戦
争
体
験
・
原
爆
体
験
世
代
と
非
体
験
世
代
、
老
中
青
の
世
代
を
こ
え
る
証
言
継
承
運
動
を
、
さ
ら
に
意
識
的
に
追
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ｂ
Ｊ
Ｉ
■
日
■
■
．
，
’
６
．
，
，
６
Ｊ
’
８
画
，
，
勺
“
郡
、
，
，
口
ｉ
６
百
Ｂ
Ｂ
０
Ｊ
ｃ
ｊ
上
り
■
〃
四
丁
ｆ
日
電
９
Ｉ
Ｓ
ｉ
■
■
Ⅱ
Ｕ
Ｊ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
■
■
■
８
７
４
１
８
■
Ｈ
ｆ
・
Ｂ
４
ｑ
■
９
９
ｊ
Ｌ
ｒ
Ｉ
ｈ
Ｂ
１
Ｊ
世
会
長
秋
月
辰
一
郎
編
集
長
浜
崎
均
副
会
長
内
田
伯
事
務
局
長
広
瀬
方
人
〃
鎌
田
定
夫
〃
次
長
今
田
斐
男
〃
次
長
山
内
隆
司
〔
運
営
委
員
〕
燕
は
新
任
、
ほ
か
は
再
選
荒
木
正
人
燕
池
田
清
一
岩
永
正
人
岩
本
富
一
大
角
良
人
岡
村
進
岡
村
美
智
子
叢
小
畑
英
子
鎌
田
信
子
叢
川
口
晴
寛
崇
下
平
作
江
末
永
浩
谷
口
稜
曄
築
城
昭
平
燕
常
石
敬
一
類
中
島
一
隆
中
村
謙
一
平
野
妙
子
松
尾
覚
崇
山
口
洋
一
郎
山
田
か
ん
山
田
拓
民
山
本
和
明
〔
会
計
監
査
〕
豪
三
浦
正
俊
桃
木
靖
夫
〔
地
方
委
員
〕
（
全
員
新
任
）
（
仙
台
）
田
中
照
（
東
京
）
大
内
要
三
小
野
寺
信
吾
原
之
夫
江
口
保
吉
田
一
人
（
静
岡
）
杉
山
英
夫
（
富
山
）
石
崎
千
濁
子
奎
示
都
）
中
谷
猛
（
大
阪
）
豊
後
レ
イ
コ
（
兵
庫
）
川
崎
紘
平
岸
正
晟
（
広
島
）
中
村
義
明
（
山
口
）
武
富
勉
（
福
岡
）
黒
岩
貞
義
伊
藤
普
坂
本
キ
ミ
子
（
熊
本
）
松
村
恵
文
砂
田
明
（
佐
世
保
）
川
原
紀
美
雄
（
大
村
）
原
田
真
市
（
島
原
）
林
田
貞
（
五
島
）
片
山
圭
弘（十
二
月
末
現
在
）
が
、
必
要
に
応
じ
て
編
集
部
会
を
も
つ
。
㈲
会
長
以
下
の
会
役
員
の
若
返
り
を
目
ざ
し
、
若
い
会
員
の
獲
得
、
育
成
に
努
め
る
。
（
以
上
）
一
九
八
四
年
度
長
崎
の
証
言
の
会
役
員
’
一
九
八
三
年
十
一
月
十
九
日
総
会
選
出
Ｉ
三
新
年
度
証
言
の
会
の
事
業
！
、
空
の
雨
●
o恥
一
一
一 ＝
可
に
宛
■
』
’L
_ 三一一一一一－
